
Ｎo イベント名 実施機関 実施期間 開催場所
参加者数
（実績）

自然環境や周辺環境への
配慮

廃棄物の発生・排出抑制、再使用、再資
源化の推進等

省資源・省エネルギーの促進
普及啓発（環境教
育・学習）の推進

運営体制 その他の環境配慮

1
第４６回山口県アイ
リンピック

山口県 H25.5.25 山口市（山口
県維新百年記
念公園）

2,700人 ●既存施設の活用し、自
然改変を回避

●パンフレット等の配布を必要最小限に
抑制
●来場者等のごみの持ち帰りの推進

●チラシ、ポスター等の印刷部数
を削減
●自動車の使用を抑制

●特になし ●専任者の設置
●スタッフ・参加者の
意識啓発

-

2
山口県警察音楽隊
サマーコンサート

山口警察本部、周南
警察署、(一財)山口
県警察職員互助会

H25.8.17 周南市（周南
市文化会館）

1,500人 ●既存施設を活用し、自
然改変を回避

●来場者数を考慮し、プログラムの部数
を必要最小限に抑制

●空調は、必要な時間帯のみ稼
動し、控室・会場内のみで使用 - - -

3
やまぐち子どもハッ
ピーフォーラム

山口県、やまぐち子
育て県民運動推進
会議

H25.10.5 防府市（ＪＡ会
館及び防府駅
周辺）

3,000人 ●既存施設の活用し、自
然改変を回避

●パンフレット等の配布を必要最小限に
抑制
●来場者等のごみの持ち帰りの推進

●チラシの必要部数を精査し、印
刷部数を削減
●主催者、運営ボランティア等の
相乗りを調整

●特になし ●業務委託仕様書に
環境配慮の項目を記
載
●企画段階から環境
配慮に積極的に取り
組むよう指示

-

4
やまぐち総合スポー
ツ大会「きらスポ祭
２０１３」

やまぐちスポーツ交
流・元気県づくり推
進会議

H25.10.19
、10.27

山口市（維新
百年記念公
園、山口きらら
博記念公園水
泳プール　ほ
か）

6,850人 ●既存施設を活用し、自
然改変を回避

●レンタル品の活用
●別日程で使用した看板等の再利用
●出展者、来場者のごみの持ち帰りを
徹底

●公共交通機関での来場を呼び
かけ
●チラシ等の発行回数や印刷部
数を必要最小限に抑制
●スタッフジャンパーを毎年リ
ユース

●来場者へのごみ
の持ち帰りの呼び
かけ

●環境に配慮したイ
ベントとなるようスタッ
フ間で意識を共有

-

きらら産業交流フェ
ア２０１３推進会議

5 （きらら物産フェア）

きらら物産フェア実
行委員会

6
（２０１３やまぐち住
宅フェア）

山口県ゆとりある住
生活推進協議会

7
（やまぐちいきいき
エコフェア）

やまぐちいきいきエ
コフェア実行委員会

8
やまぐち総合ビジネ
スメッセ

やまぐち総合ビジネ
スメッセ実行委員会

H25.10.25
～26

周南市（キリン
ビバレッジ周南
総合スポーツ
センター）

10,500 ●既存施設を活用し、自
然改変を回避

●機器・設備のレンタル品の活用
●展示会出店者等に出展に係るごみの
持ち帰りを指示

●会場内の照明は、周囲の状況
に応じて調整
●空調は、午後の一部の時間帯
のみで使用
●来場者に対し、チラシ等により
公共交通機関の利用を促進
●ＪＲ徳山駅から会場までのシャ
トルバスを運行し、公共交通機関
による来場を促進
●スタッフは、送迎バスにより、乗
り合わせで参加

●展示会におい
て、環境配慮製品
等を提供する２５
社が出展
●展示会におい
て、「やまぐちエコ
市場」が出展し、循
環型社会の構築・
地球温暖化対策の
推進を普及啓発

●会場におけるごみ
の処理など、環境に
配慮したイベントとな
るようスタッフ間の意
識を共有

●イベントで生じた廃
棄物は、業務委託によ
り適正に処理
●スタッフ・出展者用の
弁当について、納入業
者の回収により、適正
処理
●イベントで使用した
電気等について、カー
ボンオフセットを実施

9
第２２回山口県暴力
追放県民大会

（公財）山口県暴力
追放運動推進セン
ター

H25.10.30 柳井市（サン
ビームやない）

1,000人 ●既存施設を活用し、自
然改変を回避

●来場者数を考慮し、プログラムの部数
を必要最小限に抑制
●開催時間について、ごみの排出の多
い、昼食の時間帯を避ける

●相乗りによる参加を徹底
●温度管理を徹底し、会場の暖
房を抑制

-

●環境に配慮したイ
ベントとなるようスタッ
フ間で意識を共有

●スタッフ用の弁当の
空箱等について、納入
業者の回収により、分
別・適正処理を徹底
●大会終了後の会場
内の清掃を徹底

10
ファンタジークリスマ
ス in きらら

きららイベント実行委
員会

H25.12.23 山口市（山口き
ら ら 博 記 念 公
園）

6,700人 ●既存施設、仮設テントを
活用し、自然改変を回避

●パネル等については、既存のものを
使用
●電源設備等については、レンタル用品
を使用
●来場者、出店者によるごみの持ち帰り
を徹底

●ＰＲちらしについて、必要部数
のみ使用
●ホームページでのＰＲを実施

●参加者に対し、
ごみの持ち帰りの
徹底に関する取組
を周知

●環境に配慮したイ
ベントとなるようスタッ
フ間で意識を共有

-

11
第２５回山口県警察
音楽隊定期演奏会

山口警察本部、下関
警察署

H26.2.8 下 関 市 （ 下 関
市民会館）

1,400人 ●既存施設を活用し、自
然改変を回避

●来場者数を考慮し、プログラムの部数
を必要最小限に抑制

●空調については、必要な時間
帯のみ稼動し、控室・会場内のみ
で使用

- - -

●既存施設や仮設テント
を活用するなど、会場整備
による自然改変を回避
●出展ブースの設営につ
いて、完全リサイクルシス
テムパネル工法を採用し、
騒音・振動を軽減
●関係車両が会場に集中
しないよう配慮し、周囲へ
の騒音等を軽減
●駐車場でのアイドリング
ストップを啓発

きらら産業交流フェア
２０１３

H25.10.19
～10.20

山口市（山口き
らら博記念公
園）

91,000人 ●仮設テントやレンタル製品を活用
●完全リサイクルシステムパネル工法
の採用
●チラシ等の発行回数や印刷部数を必
要最小限に抑制
●簡易包装を可能な限り実施
●会場内にごみ箱を設置せず、ごみの
持ち帰りを徹底
●他のイベント等で使用したパネル等の
リユース
●マイバック持参の呼びかけ
●スタッフ証、腕章を毎年リユース
●イベント２日目に必要な弁当や備品に
ついて、初日の使用量等を確認した上
で、無駄のないよう発注

●他のｲﾍﾞﾝﾄとの共同開催による
ﾁﾗｼ等の削減
●照明や空調の周囲の状況に応
じた調整
●ﾁﾗｼ等の作成・配布を必要最
小限に抑制
●電子ファイル、インターネット等
を活用した広報
●県グリーン購入方針に沿った
物品の調達
●ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ等の啓発
●関係者の自家用車乗り合せに
よる来場
●出展者の電力使用について、
事前申告により、必要な容量分
のみに制限

●チラシ等にエコ
イベントの取り組み
を掲載
●場内にエコイベ
ントの取り組みを
掲示し、来場者に
協力要請（マイバッ
ク持参等）
●環境学習の場と
なるイベント等の開
催（体験型イベン
ト、パネル展示等）

●エコイベント担当者
の配置
●エコイベント計画書
の作成
●環境に配慮したイ
ベントとなるようスタッ
フ間で意識を共有
●スタッフや出展者
に対し、エコイベント
開催指針等を周知
●出展者等に対する
意見聴取


